
本講演会では、外国人患者さんが日本の医療の場面
でどのような課題に直面し、努力や工夫をされてるのかを、
医療通訳のご経験から具体的にお話いただきます。今後、
多様な国籍の外国人患者さんがますます増えるなか、
セサル氏の体験から、多くの学びを得たいと思います。

東京医療保健大学 グローバルナース育成プログラム（GNP）開発プロジェクト 企画・主催＊

外国人患者と家族の体験

2019年3月18日（月）

16：00～17：30
五反田キャンパス本館G304

医療ケアを受ける
講 演 会

医療コーディネーター。
ペルーの首都リマ出身の日系ペルー人で、1990年、11
歳の時に家族とともに来日。埼玉県朝霞市や静岡県富士
市など、親の仕事の関係で様々な土地で暮らしたのち、
現在は医療通訳のコールセンターを運営するランゲージ
ワン株式会社（東京）にて、医療通訳の仕組みを広める
ための営業活動に従事している。

講 師

カブレホス・セサル氏

Profile

＊本企画は、東京医療保健大学学長裁量経費の助成を受けています
【グローバルナース育成プログラム（GNP)開発プロジェクトメンバー】
医療保健学部看護学科：谷本真理子（代表）、高山裕子、山崎千寿子、中山純果、大学院医療保健学研究科：本谷園子、飯田恭子、
医療保健学部医療情報学科：今泉一哉、NTT東日本関東病院：相馬泰子

Cesar CABREJOS

開 催 趣 旨

東京医療保健大学学部生・大学院生・教職員、
NTT東日本関東病院看護師・職員、
実習関連病院看護師・職員 など

対 象

プログラム

16：00 企画趣旨（谷本）

16：10 NTT東日本関東病院における
外国人患者の状況（相馬）

16：20 カブレホス・セサル氏
「医療ケアを受ける外国人患者
と家族の体験」

17：10 質問・意見交換

お申込み方法

03-5421-7656（-内203）（東京医療保健大学／本谷）

人数把握のため、可能でしたら下記アドレス宛、事前申込み（氏名・ご所属）をお
願いいたします。（締切：2019年3月17日）。当日受付でのお申込みも可能です。

問い合わせ先

gnp-project＠thcu.ac.jp

（50分）

（20分）

品川区東五反田4-1-17（東京医療保健大学内）


